
4月14日からの診療開始時に行う問診と説明の掲示	
  
	
  
患者さん「全員に毎回」この問診と歯科医院でのエチ
ケットお願い、防護着の理由を説明している。歯科医院
は感染リスクの高い場であることも説明している。 

防護着は、モノタロウ（通販サイト）	
  
	
  
すでに医療用防護着は入手できず、レインコートを購入する目的でこのサイト
を見て購入しました。	
  
現在は、この商品は品切れになってしまいましたが、ウインドブレーカーやレ
インコートなどを代用することも可能だと思っています。	
  
また、ゴミ袋から作成する方法もあるようです。	
  
	
  
歯科衛生士は「上着　不織布」299円	
  
歯科医師は「保護服　つなぎ　使い捨てフード付」399円	
  
を購入。現在は、品切れで注文できない。 

「歯科医院でのエチケット」は、
とても大事です。多くの患者さん
が無意識にお口の中に手をいれて
「ここが・・」と。その場合、す
ぐにアルコールで消毒します。 



新型コロナウィルス感染症対策のお知らせ 
新型コロナウィルス感染症は、症状のない方（一見健
康な方）でも、ウィルス保有者いることが特徴です。	
  
ウィルスは、肺に存在し、口から排出されます。	
  
歯科医院は、お口の中の処置を行うため、感染リスク
の高い場として認識されています。	
  
当院では従来より、感染予防対策に力をいれておりま
すが、今回の新型コロナウィルスとして、さらに3つの
特別な対策を行うこととしました。	
  
	
  
1)  患者さんの人数制限(平常時の6割程度　4/7から）	
  
2)  強力な吸引装置の併用（2つを同時使用　3月から）	
  
3)  スタッフは、感染防護着の着用　4/13から	
  

イギリス、アメリカでは、歯科医院に完全な防護体制
で治療にあたるようにと指示が出ております。当院で
の体制は、これらと同様な対策ですので、ご理解いた
だきますようお願いいたします。	
  

強力飛沫吸引装置 

通常の吸引装置 



アシスタント2名。	
  
第二アシスト（立位）は、ホワイトゾーン。	
  
歯科医師は、このときは、オーバーゴーグル
だったが、現在はフェイスシールドに変更し
ている。	
  
フェイスシールドは、すでに正規品は購入困
難ですが、ネットにいろいろな作り方がある
ので、参考にしてください。	
  

回転切削器具を使用するときは、口腔外バ
キュームを10cm程度に近づけて、口腔内バ
キュームと併用している。	
  
この写真は、見本用に撮影のため、防護着は
着用していない。 
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立位での治療。第一アシストはレッドゾーン。	
  
第二アシストはホワイトゾーンとしている。 
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